
アクションプラン対象施策の具体例

第１節 Ⅰ クリーンで経済的なエネルギーシステム の実現
革新的エネルギー変換・貯蔵・輸送技術の高度化（エネルギーキャリア）

クリーンかつ多様なエネルギー源の利用を促進する水素社会を実現するためには、気体である水素を液体化して効率的に
貯蔵・輸送する（エネルギーキャリア）技術や、水素を効率良く安価で製造する技術が必要となる。

ＳＩＰ「エネルギーキャリア」では、水素をアンモニア・有機ハイドライド・液体水素に転換して貯蔵・輸送・利用する技術の開発
に取り組み、水素バリューチェーンの確立を推進する。

これに貢献する取組として、経産省では、バリューチェーン確立後の水素需要増加に対応するため、水素を高効率・低コスト
で製造する技術や、大容量の液体水素を貯蔵・輸送する技術の開発に取り組む。さらに文科省では、水素およびアンモニアの
製造コストを飛躍的に低減する次世代基盤技術の開発を実施し、水素バリューチェーン全体に係るコストの低減に貢献する。
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【水素バリューチェーン】

各種システム大型化・実用化の検討
水素の高効率・低コスト製造技術の開発
液体水素の貯蔵・長距離輸送技術の開発

ＳＩＰ
水素バリューチェーンを確立する技術の開発
（水素の転換技術／液体水素の荷役に係る技術／水素燃焼技術／エネルギーキャリアの安全性評価研究）

反応機構の解明にもとづく高効率化革新的触媒による水分解・アンモニア合成の機構解明
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水素や各種キャリアの直接利用により燃焼・発電水素を各種キャリアに転換し、貯蔵、輸送
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製油所等での改質・ガス化による水素製造
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ＳＩＰ「エネルギーキャリア」が技術開発を推進

再生可能エネルギー等からの電気・熱による水素製造

文科省： 水素バリューチェーン全体に係るコストを飛躍的に低減する技術開発に取組みSIPに貢献

経産省： 水素需要の増加に向けた大量供給に係る技術開発によりSIPに貢献
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